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和牛の取引成績まとまる 

昭和 37 年中の家畜市場 

 

 食生活の改善にともない食肉の需要は年を追うご

とに増大の傾向を示しています。 

 そこで、この需要面に対する供給面、すなわち生

産段階での和牛の取り引き状況について、取扱団体

からの報告をもとに、このほど県畜産課で集計公表

されたので、そのあらましをお知らせしましょう。 

 和牛は役肉用牛として飼育されていたのですが、

現在は役用から肉を主体とする肉用に転換させ飼養

頭数の増大をはかり経営規模拡大により経営面での

安定を図ろうとしています。 

 

１、子牛の部（従来の産地市場） 

 公表された子牛の 37年度の取り引きは、入場頭数

29,114 頭で、前年度より 3,755 頭も大巾に増加して

おり、これにあわせ売買

成立頭数も 24,000 頭と

昨年度の 22,005 頭を大

きく上廻る取り引きが

行なわれています。 

 しかしながら第１表

に見るように、１頭あた

りの平均取り引き価格

になりますとメス、オス、

ヌキのいずれも月を追

うごとに大体下降線を

辿っており、第１図のよ

うに年間平均は昨年に

比し相当低価格で取り

引きされていることが

わかります。 

 これは昨年まで毎年

伸長した現象から景気

調整の影響を受け反落の段

階に入ったことを示すもの

といえましょう。 

 入場頭数は新見阿哲、真

庭および苫田津山の各市場

が多いが、売買数は苫田津

山、真庭、高梁の各市場が

多く、新見阿哲市場は少な

くなっています。売買率を

見ると苫田津山の 89％、真

庭、高梁の 85％と高率です
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が、新見阿哲は66％と低率になっています。 

 また、１頭当りの平均取り引き価格は総平

均で 33,800 円であり、これに比べ最高は勝

田市場の 38,500 円となっており売買率も

85％と順調です。 

 

２、一般の部（従来の集散地市場） 

 入場頭数は昨年の37,292頭に対し36,843

頭と 449 頭の減少を見せています。 

 

 これに伴ない売買頭数も昨年の 26,782 頭

から24,893頭と1,889頭減の取引状況となっていま

す。 

 取り引きされた内容を見るとメスは全般的な減少

の中にあって 12,053 頭と昨年（11,843 頭）よりわず

かながら伸びていますが、オスは 1,237 頭減、ヌキ

は 862 頭減と大巾に後退しています。 

 １頭当りの平均取り引き価格は総平均では昨年の

67,300 円に対し 62,190 円で取り引きされており

5,110 円下廻る結果が出ています。 

 この内容を見ると、

ヌ キ に つ い て は

73,010 円で昨年比で

820 円上廻っています

が、メスについては

8,360 円、オスは 8,850

円下廻る価格で取り

引きされ、これは昨年

の平均価格よりメス

は 10.9 ％、オスは

19.1％も下廻る価格

となっています。 

 

３、県外移出 

 年 間 の 移 出 数 は

24,702 頭 で 昨 年 を

1,057 頭上回る実績を

上げています。 

 特徴として子牛は

昨年比 2,909 頭増の移

出をしていますが、一

般の部では 1,560 頭減

という数字が現われ

ています。 

 しかしながら、取り
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引き価格が昨年を大きく下廻っているため、移出頭

数の増加の割には取り引き金額は少なく、昨年の 12

億５千万円を大きく下廻る10億７千万円となってい

ます。 

 

４、総取引金額 

 取り引き総頭数（子牛の部の入場頭数、一般の部

の売買頭数）は、前年の 52,141 頭より 1,866 頭増の

54,007 頭となっていますが、１頭当りの取り引き金

額が子牛の部で 10,400 円、一般の部で 5,110 円も下

廻っているため、昨年の総取り引き金額 31億４千万

円より４億２千万円減の27億２千万円となっていま

す。 


